
Ⅰ 学校の現状や課題

【学校の現状】
本校は、秋田東高校、秋田工業高校定時制、秋田中央高校定時制の３校が統合し、

平成１７年に新たに設立された定時制・通信制高校である。生徒一人ひとりの学びに
沿った学習スタイルの提供を通し、心豊かな人材を育成することを目標として教育活

動を行っている。

定時制課程は、午前・午後・夜間の３部制、単位制、２学期制を特徴としている。
通信制課程は、公立高校としては県内唯一であり、一般社会人も受講できる科目履

修講座など多様な学びのシステムを構築し提供している。また、不登校・引きこもり
傾向にある小中学生の学びの場・心の居場所として、フリースクール的空間「スペー

ス・イオ」を設置している。

【課題】
生徒たちは、自分に合った学び方を求めて本校を選択し、学びへの意欲を持ち通学

しているが、次のような点が課題として挙げられる。

１ 基礎学力の定着
２ 社会体験の機会提供

３ 自己肯定感・自己有用感の醸成
４ 多様な学びのシステムの検討・開発

Ⅱ 学校を取り巻く将来の状況の予測

少子高齢化が更に進む中、本校には、多様な学びを提供しながら秋田を支える人材
を育成することが、一層求められている。

本校は、秋田駅近くに位置するビル内にあり、生徒１,０００名近く、職員１００名
余が通学通勤している。近隣には、文化施設や商業施設があり、毎週のようにイベン

トが開催されるなど、賑わいを創出している。

こうしたことも視野に入れて、本校の果たす役割は次のように考えられる。
第一は、生徒一人ひとりの将来を見据えた目標を実現させること。

第二は、地域に貢献する生徒集団・学校であること。

Ⅲ 目指す方向性・学校像や生徒の姿

【目指す方向性・学校像】
生徒の自主性を尊重しつつ、多様な学びを提供しながら、秋田を支える自覚ある人

材の育成を図る学校。
【目指す生徒の姿】

◇責任感をもって行動できる生徒（自主自律）

◇思いやりの心をもって行動できる生徒（心豊かに）
◇地域や社会の一員の自覚をもって行動できる生徒（朗らかに）

Ⅳ ５年間を通しての具体的目標

これらの課題を解決し本校の使命を全うすべく、中期的視野で以下のような目標を
掲げ、具体的な取り組みを行っていく。

１ 基礎学力の定着
２ キャリアガイダンスの充実と進路実現

３ 社会性・規範意識の育成

４ 教育機能の充実・支援体制の整備
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